
◎CAD/CAM ブリッジの新規採⽤について 
 
 5/13 中医協「総−３−１医療機器の保険適⽤について(R8.5.13)」により承認され、5/29
発出の通知保医発 0529 第２号「「診療報酬の算定⽅法の⼀部改正に伴う実施上の留意事項
について」等の⼀部改正について」で新規導⼊された。 
 第⼆⼩⾅⻭または第⼀⼤⾅⻭の１⻭中間⽋損例の３⻭ブリッジのみが適⽤であるが、⾼
強度硬質レジンブリッジの留意事項(2)に記載のある「上下顎両側の第⼆⼤⾅⻭が全て残存
し、左右の咬合⽀持がある患者に対し、過度な咬合圧が加わらない場合等において」が適⽤
されるかは不明。 
 現時点で、保険適⽤となる CAD/CAM ブリッジ材料は YAMAKIN 株式会社のＫＺＲ−
ＣＡＤファイバーブロック シンボー６商品のみである。 
 なお、令和７年 10 ⽉に⼀般社団法⼈⽇本⻭科理⼯学会および公益社団法⼈⽇本補綴⻭科
学会の連名で「コンポジットレジンを⽤いた３ユニット CAD/CAM ブリッジの具備すべき
機 械 的 性 質 要 件 に 関 す る 基 本 的 な 考 え ⽅ 」
（https://www.jsdmd.jp/file/news/news_20251009.pdf）が公表されており、YAMAKIN 株
式会社の製品ホームページにはパンフレットおよび製品添付⽂書が公開されているので、
参照されたい(https://www.yamakin-gold.co.jp/prdct_dental/product/kzr_cad_fbsb.html)。 
 
 
本書 p.336（「4．」の⼀部を修正し、「6.」〜「10．」、カルテ・レセプト記載を追記） 
 
４．印象採得はブリッジの 5 ⻭以下［282］。咬合採得はブリッジの 5 ⻭以下［76］。装着時

にはブリッジの 5 ⻭以下［150］の算定に加えて、⻭質に対する接着性を向上させるため
の内⾯処理（アルミナ・サンドブラスト処理等）を⾏った場合［+110］を加算する。 
５．装置の特定保険医療材料料［1068］は、別に算定する。 
６.【新設】CAD/CAM ブリッジ 
 ①CAD/CAM ブリッジ⽤材料との互換性が制限されない⻭科⽤ CAD/CAM 装置を⽤い

て、作業模型で間接法により製作された⻭冠補綴物をいう。 
 ②第⼆⼩⾅⻭または第⼀⼤⾅⻭の１⻭中間⽋損部に対するポンティックを含む、３⻭ブ

リッジに該当する場合に、⾼強度硬質レジンブリッジの所定点数を準⽤して算定する。 
７．CAD/CAM ブリッジを装着する場合、⻭冠形成の［⽣PZ］［306］または［失PZ］［166］

と、ブリッジ⽀台⻭形成加算［＋20］、⾼強度硬質レジンブリッジの⽀台⻭の⻭冠形成加
算（⽣PZは［＋490］、失PZは［＋470］）を算定する。印象採得、咬合採得、装着の算
定は上記「4．」に準じる。 
８．製作に当たって、または製作後に、上記「7．」以外の項⽬を必要に応じて実施した際は、
それぞれ［HRBr］に準じて算定する。 



９．CAD/CAM ブリッジを製作した場合は、カルテおよびレセプトに、「CAD/CAM ブリ
ッジ」と記載する（「CAD Br」でも可）。また、使⽤した材料の名称、ロット番号等を記
載した⽂書（製品付属シール等）を保存（カルテに貼付するなど）して管理する。 

10．CAD/CAM ブリッジの治療は、以下のいずれにも該当する⻭科医療機関で実施する。 
 ①⻭科補綴治療専⾨の知識、および 3 年以上の経験を有する⻭科医師が 1 名以上配置。 
 ②保険医療機関内に⻭科⽤ CAD/CAM装置が設置され、⻭科技⼯⼠が配置。 
 ③保険医療機関内に⻭科⽤ CAD/CAM装置が設置されていないが、当該装置を設置して

いる⻭科技⼯所との連携が図られている。 
⾼強度硬質レジンブリッジ 
CAD/CAM ブリッジ 
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＜カルテ記載＞ 
（CAD Brを製作した場合）「CAD/CAM ブリッジ」または「CAD Br」と記載し、使⽤し
た材料の名称、ロット番号等を記載した⽂書（製品付属シール等）を保存（貼付）して管理 
＜レセプト記載＞ 
・（⾦属アレルギー患者に使⽤の場合）紹介元保険医療機関名 
・（CAD Brを製作した場合）「CAD/CAM ブリッジ」または「CAD Br」と記載 


